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【福祉用具貸与／販売サービスで実施している作業内容：用具別】  ○＝あり ×＝なし  具体的な手間の変動要素（手間を要する／要しない場合の条件）  



【福祉用具貸与サービスで実施している消毒・保管等業務の内容：作業の内容】  

フロセ  作≠エ種   ▲体的な作♯内奪を正人して下さい   作義の事≠の王■事薫をた入して下さい  
ス  （実≠しなくてすむ■合の条件■）   

●考  

＃ねの師事時間書だ入して下さい  

各作霊工事引こついて、i＃、絶がどのように行うかをた入してください。そのエ種を行うために必事な責軋道具、設儀などあれば、併せてた入してください。   他の作義工程と一体に行うことが多ければ、対になる作業工程名も記入して下さい   

●自社商品管理システムの回収指示暮に基づき入庫処理を行なう  
欠品検査  ●商品を構成する部品の確認。組立ネジ等の種類，数の確認。取外し可能な部品の有無の確認。 ●商品引取時 5分－30分  

、営業担当者が利用者宅で確認し、引取後営業所にて商品管理担当者が行う。  

●商品引取時、営業担当者が利用者宅で確認し、引取後営業所にて商品管理担当者が行う。  
●破損・故棟内容を把握後、所定暮類（不良箇所報告書）を作成し衛生管理センターへ修理依頼出荷を依頼する。  

破損・故障箇所の検査       ●外政は目視確認。電動部、可動部等は動かして確認。  商品の状態による  5分－20分  
●目視では、汚れ、日焼け、退色、サビ、キズ、剥がれ、カビ、などの外観と形状チェック。可動部はジョイント部分の破損、がたつき、部品の欠陥、緩  
み、モーターの可動、雑音、コントローラーの通電、接触不良、断線、バッテリー点検など。  

戻  
検  

●故障状況を報告し会社の判断を仰ぐ（故陣処理記録票）  

行 程                      修理／廃棄の判断  ●廃棄判漸は本社業務部で判断。不良個所が見つかれば、原則修理としているが、商品ニーズ、修理代とその個品のレンタル期間等を加味し統括 部署と相談し修理すべきか判断する 
。  

●破損の著しい商品は入庫時、他の商品については洗浄開始時に判断を行なう  
●廃棄予定品置き場へ商品の移動パーツ点数、重さによる  

●故障、破損箇所を特定し、またそれが消耗、劣化か故意的なものか判別。故意的と判断したものに対し適正な修理費用を算出し見積りを契約者  
に提示し請求する。また消耗劣化と判断した場合も弁済義務が生じない事を契約者に説明する。   ●ご利用者の過失と判断された場合の請求に対しご理解頂けないとき、修理等の作   

修理費用の見積・請求  葉を進める事が出来ない。メーカー修理が必要な場合、その輸送期間とメーカーから  
●故障、修理箇所を明書己した修理見積依頼書を商品と一緒にメーカーヘ送る。個品／トコードをスキャンニングして、MDシステムで出荷修理依頼  
をする。修理済みの商品が戻ってきたら、スキャンニングして修理完了処理を行ない、修理完了報告暮を本社にFAXにて捷出。  

●商品引取後、営業担当者が商品を積粧している運搬車両内をビオフェンス（二酸化塩素）にて消キを行う。   
（事業者によっては営業車両内でエスミール噴霧処理（15秒間噴霧後、5分間密閉））  

一次消キ処理  ●商品を降ろし終わった後に再度、車輌内消毒を行う。  6・一20分  

●消幸作葉終了後、運搬車輌消ヰ清拭記録膚の作成・保管。  
●感染症等の恐れがある際は、梱包ビニール内での二酸イヒ塩素による個別消毛。   

分解作業  
●頻繁に修理が発生する箇所か曹かの経験。商品の構造による分解のし易さ。  

●分解できる範囲内での作業（電子機蕃内部の分解やネジゆるみ止めが付いているなど、メーカーの奨励しない分解は行っていない）  組立工穫を遡って解体が必要な場合、不良部分まで到達するまでに多くの部品を分  
解しなければならない際に多くの手間を要する。   

部品交換  
作業   

10－20分  

社内での修理「ん  

組み立て  ●メーカーから供給可能な部品を交換する為の部品交換に伴う組立作業。一般的なエ具で取り付けできる範臥  
作業  ●細立て後は動作確認を行う。  

●組立彼の動作確認を必ず実施したのち、調整が必要になった場合  10～20分  

柵  

●掛キズ・汚れを確認し．メーカーから供給可能な専用色、及び市販の一般的なラッカー塗料での着色塗装。   
●物量、マスキング等により変動  基本は1－20分 （重ね塗りの場合 

修   
倭装処理  

、乾かして         ●塗装面積や下処理の要否などで変動する。メーカーからの専用塗料が無い場合、   
理  

●状況により手間が変動する。何回か重ね埜りする場合もある。   
色合わせに手間を要する。   から塗布を繰り返すので、2   

捕  ●憮・塗装はがれがない場合   時間～3日間）   

修  

†0分  
見積取得  

●宅配便等を利用し商品送付を行うか、メーカーから出張修理かによる商品発送準備 による変動。  5分～1時間  

委託   メ→カーへの修理㌔蒜出庫手  
●梱包を行う為、商品の重さ、大きさによる  

「一【、■▼  

●梱包の開封、汚染度への商品移動  5分～30分  
の入庫手 麿き   



【福祉用具貸与サービスで実施している消毒・保管等業務の内容：作業の内容】  

フロセ  作業工程   1体的な作業内容をた入して下さい   作義の手¶のた勤■★をた入して下さい  
ス  （実施しなくてすむ■合の条件専）   

●考  

概ねの所事時間を記入して下さい  
各作業工矧こついて、通＃、絶がどのように行うかを記入してください。そのエ程を行うために必畢な資料、道具、設♯などあれば、併せて記入して〈ださい。   他の作璽工程と一体に行うことが多ければ∴対になる作業工程名も記入して下さい   

●アルカリ水での清拭作業を基本とする。挨の激しいものはエアーガンを用い、斉1式の下準備として表面及び内部、晴間等の汚れを除去する。屋外  ●汚れ具合、商品種目、商品の特性によって手間は全て異なる。挨であっても蚊取リ   
軽度な汚れ（境など）の除去  線香を使用していたなど容易に除去できない場合には手間を要する。  5～45分  

●マットレス等は専用工場で丸洗いを行う。  

洗 浄         ●10～180分  
エ  る場合ワイヤーブラシを使用しサビを落とす   ロ ●サビ取り剤は臭いが強く商品に臭いが残る可能性がある為、出来るだけ使用しないように心掛け、もし使用した場合は臭いが残っていないか確認  
事呈   をする。マットレス等は丸洗いを行う。シミやサビ・異臭が取れない場合は部品交換を行うか廃棄処分とする亡  

●洗濯機で洗濯できる繊維系の商品・部品は、洗濯機でアルカリ水を用い洗浄する ●洗浄前に汚れが確認されているものは、下洗い、つけおき等の準備に手間を要す  
る。  

流水洗浄  流水洗浄ができない。  10～45分  
●車椅子・スロープなど、ウオーターガンを使用  ●電子部品等、水を掛けられない物、7K抜きが難しい商品以外は実施する。  
●自動洗車機によるキャスター、タイヤの洗浄  

●商品種目商品の種矧一よって手間が異なる屋外での使用南口は屋内での使用  

●アルカリ水を直接噴霧し（もしくはウェスに染み込ませ）スポンジやっエスにて清拭を行う 車椅子等20分～30分  

清拭洗浄  ●併せて各部動作確認、機能チェックを行なう  重暮によって洗浄手間が異なる。細かな部分、狭いスペースが多い商品は斉撒こ手 が 
間掛る。  

●酸性水での消書は、商品種目、商品の種類によって手間が異なる。 の ●酸性水消キ：10分～20  
消寺方法（酸性水消毒、オ  
ソン・イオン薫蒸消毒、MRガ  消寺機は規定温度まで上昇してから消毒を開始する為、気温に消毒時間が左右され  

る。  毒装置による消毒＝1－4時  
ス消毒、ニ酸化塩素消毒 等）の選択  ●商品ごとの消キ方法の選択については、マニュアルで規定されているので、選択作   

●機械によるオゾン薫蒸消毒  業の時間は掛からない。  冷却時間を含む）  

●オゾン薫蒸消毒12時間  

●耐熱温度の低い商品は、設定温度によって同時に消毒を行えないことから区別する  
必要がある。  

入庫  
消車機械への福祉用具の   

●特定の商品のみ洗浄工程終了後オゾン庫へ入庫する  
●5～15分  

消 車  
行  
糧  

●基本的に、消毒する商品、感染等の状況により、消毛モードを4コース設定してある。したがって、調整には時間は粗からない 
●新商品の消毒や新たな病毒感染等の場合には、メーカーと相談して調整する。  
●消毒対象物がマットレス・一般薗の場合→設定温度600c・工程時間60分消毒対象物がエアーマット疹痴が付着した恐れのある、電動ベッド  ●1分  

消毒機械の調整  電動機器の場合→設定温度470c・工程時間180分 重度汚染600c240分   ●担当者が毎回確認を行い、メーカーが定期的に調整を実施する ●不具合による部品交換  
●専用の作業工程表示板を設置してあり、温度、時臥工程、エラーが視覚的に確認できる。  は30分  

●作業担当者が機器の作動チェックを行い。定期的にメーカーが保守点検を行う 
●過一回機能チェックを行い、不具合韓は部品交換をし、機能を保つ  

●5分  

消毒機械からの福祉用具の   ●物量により変動  ●まとめてオゾン庫より搬  
出庫  ●事業所によっては消手管理システム工程終7後にまとめてオゾン庫より搬出  出する場合には30分   

●水気をウェスで拭きとる。手の届かないところは、エアーガンによって水気を飛ばす。   ●気温・湿度等の環境。  
●ベッド1台約30分、流水  

自然乾燥  ●ウェスでふき取り後、乾燥スペースで専用の清潔テナーにのせて完全乾燥 ●物暮により変動  
作業を要した商品は24時間  

●流水洗浄後乾燥場所へ商品を移し乾燥後に清拭洗浄を行なう  ●事業所によっては2・｝3日  

乾  
燥  
工  ●カバー規やマッルス、ケソションについては、消毒機内で熱乾燥を行うニジェルケンション等、商品の材質によっては熱乾燥ができない物は自然乾  

程   機械乾燥  燥を行う。  ●素材により変更あリ  ●30－120分  
●急ぎで乾燥する必要のある場合に、消事後内で熱乾燥を行う 
●特定の商品のみグループ会社へ委託する  



【福祉用具貸与サービスで実施している消毒・保管等業務の内容：作業の内容】  

フロセ  作業工程   1体純な作★内奪を世人して下さい   
作轟の寧■の薫■事★を世人して下さい  

ス  （実托しなくてすむ■合の条件書）   
■考  

概ねの所事晴Ⅶを記入して下さい  
各作轟工馳こついて．i≠、雄がどのように行うかを軍人してください．そのエ穏を行うために必事な★軋辻井、設備などあれば、併せて記入してください。   他の作業工程と一体に行うことが多ければ、対になる作業工程名も記入して下さい   

●外観の目視による確認。組立による変形等の確認。   ●商品・パーツの大きさ及び圭tにより検査手間が変動する。  ●5－15分   事業所によって  
部品の変形・破損等検査  は他の工程で  

●   が工程管理票の 認 行い用  検査  品乗を発行する。  

●車いす関連は、車軸を回転させて車軸の歪み、ブレーキの効き、タイヤのエアーチェック。シートの汚れ確認。  
●ベッド1台10分、車椅子  

●ベッド等電動駆動部は、稼動・異音検査。制動確乱費全装置の稼働確認。  
15分、その他5分～10  

乾   動作確認検査・メンテナンス  
●動作確認部の多さや安全装置の多さにより変動。  分。  

燥  ●最終工程確認書が再度動作確認後、消毒工程管理票を発行。  
●組み立てを要する品につ  

後  ●特定の商品のみ消ヰエ程終了後にも動作確認を行ない洗浄不良の場合は再度洗浄を行なう  
いては約30分程  

検  
査  

洗浄結果検査・再洗浄の処  ●商品・部品の大きさや重暮により手間が左右される。   ●10－45分  

理  ●検査員が工程管理票の確認を行い、用具を検査後検品栗を発行する。   入り組んだ細部が多い商品は確認の手間がかかる。  

事♯所によって  

欠品検査   ●商品を構成する部品の確認。組立ネジ等の種類・数の確認。取外し可能な部品の有無の確認。 ●作業担当者が欠品確認を行い、最終工程確認者が再度、欠品確認を行う。（客先納品時には営業担当者がもう一度、欠品確認を行う。）   ●商品を構成するパーツが多い商品、組立ネジの多い商品などは確認に手何を要す る。  ●10～30分  は他のエ程で  
実施   

●社名、消キ済みマーク、フリーダイヤル入りの包材を発注  

包材の管理・選択  ●全てビニールによる梱包。適したサイズのどこ－ルを選択する。  
●梱包材は清潔庫倉庫にて保管管理を行う。素材の選択は本社業務部が行う。  

●なし   
●1分  

●ビニールロール2種類（幅120cm．60c川．）、長さは自由  

●大きな商品・重暮のある商品をビニールにいれる際に手間が生じる。  

梱  ●ユニバーサルオートシーラーによる梱包  ●新たな商品の梱包時等カット寸法の設定に手間が生じる。   雷彙所によって   
機械梱包  ●用具の大きさにより梱包鰍＝よリビニールを圧着密閉する   ●突起部があるとビニールが破れないよう注意が必要であり手間が生じる。  ●5－10分  は手作筆梱包   

行  ●通常の梱包作業は棲械梱包で行う。  のみ  
手呈  

●大型商品で規格ビニールでの梱包が不可能な際、手作業で専用サイズの袋を作成  
●梱包機で梱包できないサイズ（特殊寝台のモーター部等）は手作業で梱包を行う。  するため手間が生じる。   
●ビニールロールを商品の大きさに合わせて裁断し、両側をハンドシーうーにて密閉する。   ●大きな商品・重1のある商品をビニールにいれる際に手間が生じる。  ●5～ほ分  

手作業梱包  
●足踏み式シーラーを使用し二人一組にて社名入り包材での密閉梱包を行ない梱包終了時にシルバーマークシール貼付   ●突起部があるとどニールが破れないよう注意が必要であり手間が生じる。   

●他の営業所へ移動の場  

納  福祉用具の倉庫への移動  ●ハンディーで個品管理された／トコードNoを読み取り、台車ごとトラックに積載し、営業拠点倉庫に移動する。   
合、180分‖日当たりの平  

●同じ建物内にある営業所倉庫へ移動する鳩舎は、専用テナーを使用し運搬する。  
●商品の物暮、重さ、大きさによる  均往復時間）  

庫  ●併設営業所倉庫に移動   
管  

理  のへの納  ●積載した台車ごと営業所倉庫に納座する。  
福祉用具倉庫庫   ●製品庫への納座する前に、ここでも個晶バーコードをスキャンニングしてから納庫。   ●商品の物t、重さ、大きさによる   l時間～1時間30分  

施矧壬＝史壬▼′【¶  ●引取商品置き場洗浄・消毛・メンテナンス、梱包工程は一方通行で行われ、それぞれ壁で区画が仕切られている。  
i痢軒三竜解水を使う事により手間が変動する、環境にやさしく、商品に消寺剤の残留物が無い為、ご利用者様に安心して使用して頂ける。また清  

環境への配慮について  拭・消毒を行う作業担当者にも安全である。 ●採用している消毒機も、屋外への廃棄ダクトはなく、消手機内で中和処理する。また残留薬剤濃度も0・03PPMと、ほとんど無く、利用される方に  
も安心・安全竺をL【一．【爪 

そ の  

他  

理について   感染症対策と健康、衛生管  
モップ掛けを行い衛生管理に努めている。  



【福祉用具貸与サービスで実施している消毒・保管等業務の内容・用如＝あり×＝なし   。手間条件）  





プロセス  作tエ撃   1いす   隋付■晶  ■鶉  持株痍台   間付■品  ●雷  庄ずれ肪止用■  ■書  体位彙■灘  傷■  手すり  ■鶉  スロープ  ●ヽ  歩行馨  ■●  歩行■鴫つえ  ■書  ●●■鶴●  ■書  樽恥用リフト  ■鶉   

●エアガンを  ●ホコリ、泥 

使用し表面の  汚れ、サビが  ●ホコリ、三尼 
●ホコリ、泥 汚れ、サビが  

●ホコリ∴尼 
●ホコリ、シミ  汚れ．サビが  酷いとき  

汚れ．サビが  

酷いとき  ●キャスター  
酷いとき  

●ホコリ、泥 ●スライド部  に絡みついた  ●ホコリ、泥 ●シミ．ホコリ  ●特に重いす  
●ホコリ、シミ  汚れサビが  ○分に入り込ん  ○毛髪・糸くずの  汚れ、サビが  が＼時  ○用段差解消機  

○ が離い靖  ○軌、とき  だ泥の除去に  除去やフォ  ○軌、とき  等、屋外使用  

れの除去に手  は手間を要す  ク内部の泥や  
商品は泥の付  

聞を要する る 蝮の除去に手  
着も多く手間  

聞を要する亡  
を要する 

毛髪・糸くすの  
除去も必要で  
手間を要す。   

ト  
●ホコリ、泥 

●ホコリ、泥 ●ホコリ、ま尼、  汚れ、サビが  
●ホコリ、泥 ●ホコリ∴尼 憐れ、サビが  汚れ、サビが  ●ホコリ∴尼 酷いとき  ●ホコリ∴尼 

シミ  汚れ、サヒが  汚れ．サビが  醜いとき  酷いとき  汚れ．サビが  ●メッキ仕上  汚九、サヒが  
が酷い時  鹿いとき  酷いとき  ●トイレの手  ●金ブラシ 酷いとき  げの商品が多  酷いとき  

●激しい輌は  ●カバーなど  ●シミ・汚れ等  すりなど∴交  縫等で鏑の除  ●交換で対応  く強くこするこ ともできない ●激しい鏑は  
比較的少な  のシミ・汚れ  は、もみ洗い  換で対応でき  圭を行うが できない本体  。  ●シミ、ホコリ  比較的少な  

○こ  ○零下準備をし  ○ない本体部分  ○鏑る村賞を  0部分等は金プ  ○表面に浮いた  ○が酷い時  ○い。紙やすり  

○  たうえで洗濯  の鏑は金プラ  使っている部  ラシ．縫等で  鋳であれば潔  等で鋪を除去  
ける亡比較的  たうえで洗濯  処理する。比  シ、鎚等で麟  分は少なく頻  鏑を除去を行  滑油等で磨く   する。比較的  

浄  処理する。比  較的手間は要  を除去を行う。  度的には少な  う。手間は要  ことで除去す  手間は草しな  
工  較約手閤は要  しない。  非常に手間を  いが手間を要  い 

擢   
す る。手間は比  

しない 要す⊃  す。  較的要しな  
い。  

●ホコリ、泥 ●ホコリ、シミ  ●ホコリ、シミ  

が酷い時  ●ホコリ、泥 ●ホコリ、泥 ●ホコリ、泥 ●ホコリ∴尼 ●ホコリ∴尼 
。歪㌍と言ヒが  ヒが  ヒカ  ヒカ  ×  汚れサピが  

。と  ○と  。と  ○基いとき  

●ホコリ、泥 
●ホコリ、泥 

シミ、サビが酷  
汚れ、サビが  
酷いとき  

●ホコリ、泥 

●ホコリ、泥 汚れ、サビが  
●ホコリ、シミ  ●長尺のスロー  ブが増えてお  汚れ、サビが  

酷いとき  
り．スヘ－ス的に  酷いとき  ●ホコリ、泥 

●大きく里t  

●ホコリ、シミ  ●ホコリ∴尼 洗浄がし辛い  ●キャスター・フ  
汚れ、サビが  ●シミ、ホコリ  がある上、実  

○ が酷い鴻  汚れサピが  上に、走行面  ○レーキソユー付近  ○酷いとき  ○ が酷し時  ○際に動かさ／－  
○基いとき  は滑り止め加  ‘ いと清拭でき  

れの除去に手  エしてあり∴萬  ＝  

ない部分も多  
間を要する れの除去・清  ＝ 〈手簡を要す  

等、高機能機  拭には手間を  
る 

Ⅰ蔓については  
手間を要す。   

要する。  

●感染症の恐  
れのある時  ●感染症の恐  

●感染症の恐  

は、パルスイ  れのある時  ●感染症の恐  
れのある時  

は、／くルスイ  れのある時  は、パルスイ  

●感染症の恐  ●感染症の恐  ●感染症の恐  ンバター式  は、パルスイ  ●感染症の恐  ●審染症の恐  ンバター式  
れのある時  れのある時  消毒装置によ  ンバーケ一式  れのある時  れのある時  消書装置によ  
は、パルスイ  
ンパータ¶式  は、／くルスイ  る消寺に4時  消毒装置によ  

○消雪装着によ  ンバター式  ○聞を要する。  
る消毒に4時  消毒装置によ  ●長尺のスロー  る消毒に4時   

る消毒に4時  ナが増えてお  ●キャスタ・7  る消毒に4持  
間を要する。  聞を要する リ．スヘー【ス的に  レーキシュー付近  間を要する 間を要する。   際に動かさな  

毒手間を要す  洗浄がし辛く  の積造が細か  いと消毒でき  
る。特にモシ’ユー  取り回しに手  〈比較的手間  ない部分も多  
ル1リウライニンケ  聞を要する．  を要する。   

く手間を要す  
等、高機能機  

る 
様については  
手間を要す。   

消  
事♯断l言  事集所に  ■義断lこ  

●病毒感染が  ot病毒感染が  ぁる場合  ある場合  ○●病雷雲染が   
い卑しさ い   い年い   

●病毒感染が   ●病毒感染が  ●病毒感染が  ○●病毒感染が  ○●病毒感染が  ○●病毒感染が  ○●病き空染が  ○●病毒空染が   。！諾雷染が  
ぁる場  ある場合  ある場合  ぁる場合  ある場合  ある場合  ある場合  ある場口  ある士烏口  

消毒機械の蛸 整   

事暮断に  事業l勲に  事業所に  事集断に  

○  ○  ○  よっては 義▲して  よっては 集施しな  ○  よっては  
消書機械からの鳩祉  ○  

集線しな  
しゃい   い   いない  い  





プロセス  作1エ場   書いす   間付■烏   ■t  ♯隷書台   向付■晶  ●鶉  床すれ防止用■  ■書  体位薫■■  ■鶉  手すり  ●鶉  スロープ  ●雪  歩行■  ■書  歩行＃肋つえ  ■■  慎卿¢知■  ■書  樽■用リフト  ●★   

●梱包機と手  ●梱包横と手  ●梱包機と手  ●梱包機と手  ●梱包横と手  ●梱包機と手  ●愕包機と手  ●梱包機と手  ●梱包機と手  ●梱包磯と手  

作業による、  作業による 作業による 作業【こよる 作業による 
包材の管理 各商口個□  
選択  こどす  

積憤への配慮につい  

管理システムについて  




